
∬ ノリ殻胞子 の放 出について

木 文 興

は し が き

ノ1)人工採苗､特に所謂ズポ式採苗においては成熟した糸状体を使用する事が必要である｡成熟促進

は一般VC短日処理によって行なわれているが､本式験は主として日長作用による穀腔子の放出について

検討したものである｡

試 験 期 間

昭和45年6月-10月

試 験 方 法

使用した糸状体は小湊産アサクサノリを母藻として昭和45年 4月20日に果胞子付けし､試験開始

までトロ箱室温培養したものであり､基負はホタテガイ稚月殻である.

試験は恒温槽 (18℃)により､照度約2,000ルックスを第1､ 2回目試験では 8､ 12､16時

間､第3-第6回自試験では6､ 8､12､16時間照明した.そして腰高シャーレ (500a.)vcろ
過海水を入れ､糸状体月殻を吊下げスライドグラスを底に瀞置し､検鏡毎に交換した.換水､シユライ

バ ー液添加は20 日毎に行なった｡

殻胞子の計数は約1-5日毎に行浸ったが､ 1視野 (×100)約30個以上放出してV,る場合は10

視野 (放出数が多い場合は1/ 2 或いは1/4視野)以下の場合は 20視野の胞子数を数えた.また一

部のスライドグラスは引続き培養し発生状況を観察した｡

試 験 結 果

第 1回試験:6月8日から9月 20日まで行患い､ 36回検鐘計数したが､その結果は第1表､第2

図 (a) に示した.

8時間照明:放出の山は約 30日勧 ､ら3回みられたが､放出数は次第に減少した0

12時間照明:放出の山は約85日後から2回みられた｡

16時間照明:殆んど放出せず､糸状体が白色を呈したため 8月 10日で中止した｡

第2回試験:7月1日から9月20日まで行ない､ 29回検鏡計数した結果を第2表､第 1図 (b)

VTL示した0

8時間照明:放出の山は約30日後から4回みられたが､放出数は前半の山の方が多い傾向を示した｡

12時間照明:放出の山は約45日後から3回みられたが､放出数は最後の山が多かった｡

16時間照明:放出はみられたが､目立った山は示 さ浸かった｡
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第3回試験:7月16日から9月20日まで行をt̂､ 22回検鏡した結果を第3表､第1回 rc) vC

示した｡

6時間照明:放出の山は約15日後から4回みられ､放出数はやや少なかったが､検鏡時毎にかな

りの放出を示した｡

第 1表 解明時間別穀胞子1視野当り平均放出数 (第1回試験)

8 時 間 12 時 間 16 時 間 8 時 間 12 時

間 16 時 間6月8日2023307 345667ll131516212-2:β3031 0.051.5.016.287.890.7829.0481.4161.86.50.50.10.20.810.70.27.112.8 0･一000.20.20.050.0500.40.21.02.01.10.54.87.2 0000000旦.00.0500000.050.1 8月4日510ll141520232425262459121620 55.4a41.80.45f64.7192.467.00.150.0517.7009.955.51.71.4 10.88.50.45ll.157.056.55.50.050.151.586.056.70.5ll.7152.45.5ノ0.7 000計 1,940.



第2表 照明時間別穀胞子 1視当 り平均放出.･# (第 2回試験)

8 時 間 12 時 間 16 時 間 8 時 間 12 時 間

16 時 間7月 1日 0 0.2 08月11日 148.7 5.2 0.14 14

554.1 95.6 14.55 0.05 0.0

5 0 15 546.5 71.7 25.86 0 0.05 0.05 20 0.8

6.5 2.50ll 0.05 0 0 23 0.25 0.113 0.05 .

0.5 0 25 5.7 0.115 0.4 0.2

0.05 26 5.7 0.4 016 1.2 0.7 0.05 9 2 54.1 72

.2 57.2写1 5.4 7.7 0.5 4 0

.55 0.5 0.2522 5.5 0 0.05 5 0

.9 0.5 028 2.9 0.05 0 9

219.2 108.2 15.730 251.8 26.5 0.05 12 57.5 65

0.0 22.231 151.7 27.5 0

.6 16 6.1 7.6 1.58 4510 5.47.01.7 5.700.2 5.86.2旦 5 20 24.9 0.4 0計 1,854.1 1,065.

8 185.8_第 3表 照明時間別殻

胞子1視野当 り平均放出数 (第 3回試験)6時間 8時間 12時間

16時間 6時間 8時間 12時間 16時間7月16日

0 0 0.05 0 8月20日 6.4 16.6 4.1 021 23 1

5.7 0 0 022 0.2 0.05 0.05 0.5

25 87.0 0 0 028 2.0 149.7

2.7 0.1 26 20.4 0 0.15 030 285.5 558.6 25.0 0.25 9 2 47.2 154.2 515

.61.4 125.8,,.31 97.9195.5 27.5 0.2 4 52.5 0 0.758.. 4 9.9 91.

5 29.5 0.2 5 12.6 0 0.45 5.7 0.2 5.4 0.05 9



8時間照明:放出の山は約15日後か ら4

回みられ､放出数は次第に減少した｡

12時間照明 :放出の山は約 30日後か ら

3回み られ､放出後は第2回目と同様次第

に増加 した｡

16時間照明:放出の山は約45日後か ら

2回みられ放出数は増加した(

第4回試験 :7月31日から10月7日まで

行ない､ 21回検鐘計数した結果を第 4表､第

2図 (a)に示した0

6時間牌明:放出の山は約 10日後から5

回みられたが､最初Z)山は大きくその後急

敵VC減少した.

8時間照明:放出の山は約15日後から4

回みられ､放出数は不規則であった.

12時間照明:放出の山は約15日後から

4回み られ､放出数は次第vc増加した.

16時間庶明:放出の山は約40日後から

2回みられ､放出数は増加した｡

第 1LBX] 殻胞子放出数 (第 1-第3回試験)第 5回試験:8月15日か ら10月7日ま

で行なった結果を第5表､第 2図 rb)に示した.6時間鼎明:放出の山は約15日後

から3回みられ､第4回 白と同様を傾向を示した｡8時間照明:放出の山は約1

5日後から4回みられ､放出数は不規則であった012時間照明:放出のLLは約 6日後か ら

4回みられ､第4回目までと同様次第に増加した.16時

間照明:放出の山は約30日後から2回み られた｡第6回試験:9月4日から

10月7日まで行なった結果を第6表に示 した.各照明時間共放出の山は約

8日後から2回み られたが､放出数は少なかった｡第4表 照明

時間別殻胞子1視野当 り平均放出数 (第 4回試験)6時間 8時間 12

時間 16時間 6時間 8時間 12時間 16時間7月31日 0 00.1 0.2 9月 4日 19_2 0.8 - 0.154 5 19.8 0.7

1.1 05 0 0.55 5.4 7.1 9 92.1 285.0

557.0 55､210 1.82?.5 10.0 5.1 0.

55 12 140.5 5.4 4.6 55.all 46.5 125.

2 1.8 0 16 55.6 025.0 0.514 119.5 51

5.8 ll.8 0.2 20 10.2 0.1 7.8 0.0515 2.7 45.5 105.5 1.7 24 60.4 581.2

665.2 127.220 1.5 0.25 55.8 0.1 25 65.1 114.0

765‥0 214.023 5.2 0.25 0.25 0 28 22.2 70.8 盟 7 1.1



第5表 照明時間別殻胞子 1視野当 り平均放出数 (第5回試験)

6時間 8時間 12時間 16時間 6時間 8時間 12

時間 16時間8月1､5日 5.8 12.5 85.4 4.4 9月12日 24.5 6.7 444.4 96.占20

16 0.9 1.9 5.5 8.923 85.9 149.1

57.0 15.8 20 1.0 0.5 0.2 0.525 1,512.8 0 0.1 0 24 71.6 208.4 56&4

5ま826 225.2 0 0.2 0 25 9.8 45.5

182.0 29.89 2 94.6 61.9 102.6 5.9 28 0.9 0.25 7.8 2.545

9 19.21.7115.0 0.50.987.0 0.575.7 005.4 1:9 7

0.9 01.9 9.1

討 2.167.8 570.8 1,507.

7 205.9第6表 照明時間別殻胞子 1視野当9平均

放出数(第 6回試験)6 時 間 8 時 間

12時間 16時間9月 4日5 0 0

0 06 0 0.1 2.1 0.212 4.0 164.8 178.6 21.5

16 1a5 51.8 6.6 9.520 0.25 0 0 0.05

24 55.1 5.8 7.5 10.825 ll



の山は次第に早期vcみられるようVCなるが､これは トロ箱室温培養中に糸状体が次第に成熟して来てい

ることを示すものと思われる｡

検鋲間隔が一定していない問題はあるが､各試験VCおいて各照明時間の放出の山は或程度の周期性を

もつ ようであるが､検討を要する｡

実際の採苗における成熟促進は､本試験とは試験開始時の糸状体の成熟や水温など相違する面がある

ので､史に詳細を試験が必要であるが､一応6-8時間の短日処理が看効であり､処 理期間は約10-

1_5日位を目安としてよいように考えられるO
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